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新井勝紘教授 履歴・業績

新井 勝紘 教授 履歴・業績
１９４４年（昭和１９）８月５日，東京都福生市熊川生。
福生第二小学校・福生中学校（現第一中学校）を卒業。都立国立高等学校を経
て，東京経済大学経済学部に入学。そこで生涯の師となる歴史研究者の色川大
吉教授に出会い，色川教授のゼミナールに所属し，日本近代史（特に自由民権
運動史）を学ぶ。
とりわけ，１９６８年８月２７日に行われたゼミナール合宿調査では，東京都西多
摩郡五日市町深沢（現あきる野市五日市）にある「開かずの蔵」といわれた深
沢家土蔵調査に参加し，その土蔵の２階から，自由民権運動時代（明治１０年代，
１８８０年代）の憲法草案「五日市憲法」を最初に手にし，その資料を初めて解読
してそれを卒業論文にした。この憲法草案は百年以上前の三多摩の山村で作ら
れた憲法草案であり，内容も民主的な草案として高い評価が与えられている。
その意味で，当時の人々がどのような国家を構想していたかがわかる貴重な発
見となった。そうしたことから，日本の近代民衆史や自由民権運動史研究上，
画期的発見であることが認められ，新聞やテレビ・雑誌など多くのメディアに
とりあげられた。現在は中・高のほとんどの教科書にも載るようになり，憲法
は都指定文化財に，また発見の土蔵と屋敷跡は，都史跡に指定されている。
大学卒業後は東京都町田市の町田市史編纂室（１９６９年）で，町田の歴史を編
纂する仕事に携わり，１９８６年には，“自由民権”の名称がつく全国でも二番目の
市立自由民権資料館の建設から開館に到るまで責任者として従事した。
１９９０年に，国立歴史民俗博物館（千葉県佐倉市）の歴史研究部助教授に転職。
そこで近代の常設展示「文明開化」「産業と開拓」「都市の大衆の時代」の三テ
ーマの展示を担当する。その中でとくに被差別部落史・アイヌ・関東大震災時
における朝鮮人虐殺などの厳しいテーマに取り組む。以後１１年間，歴博で近代
・現代部門の展示，共同研究などを担当する。
２００１年４月より専修大学文学部人文学科歴史学専攻教授（現歴史学科）に就
任し，近代民衆史などの講義を担当し，フィールドワークを重視したゼミ活動
xi
を展開した。新井ゼミでは，とりわけ戦地と銃後（内地）をつなぐ「軍事郵便」
に注目し，「軍事郵便」の解読や現地調査をゼミ生とともに行い，フィールドワ
ークの成果を広く伝えるために，企画展示「戦没兵士の『ビルマ便り』」（２００５
年７月４日～１７日：生田キャンパス），「いのちの便り展～兵士の心と銃後の想
い」（２００９年１１月９日～２１日：サテライトキャンパス），「いのちの便り展・パー
トⅡ」（２０１４年１１月７日～１６日）などを催した。ほかに，地域との関わりを重視
する姿勢から，五日市町史，福生市，東大和市，八王子市，狛江市などの自治
体史の編纂にも関わっている。
２０１２年～２０１４年には同大学文学部歴史学科学科長を務め，２０１５年３月，専修
大学退職の運びとなった。
以上，現在に至るまで，「自由民権運動史」「地域史」「民衆史」「戦争と兵士」
「軍事郵便」「戦争モニュメント」「戦後地域文化運動史」などのテーマに取り組
み，民衆の視点にたって研究を進めるとともに，展示なども意欲的に取り組ん
だ。
［経 歴］
１９６４年４月～１９６４年１２月 電気通信大学総務部会計課勤務
１９６９年４月～１９８７年３月 町田市企画部町田市史編纂室
１９８７年４月～１９９０年３月 町田市教育委員会文化部社会教育課自由民権資料館
主査
１９９０年４月～２００１年３月 国立歴史民俗博物館歴史研究部助教授
１９９９年４月～２００１年３月 総合研究大学院大学文化科学研究科日本歴史研究専
攻助教授
２００１年４月～２０１５年３月 現職（専修大学 文学部 教授）
１９９６年４月～２０００年３月 武蔵大学人文学部非常勤講師（視聴覚教育・メディ
ア論）
１９９７年４月～１９９９年３月 千葉大学教育学部非常勤講師（近代史特講）
１９９８年４月～１９９９年３月 武蔵大学経済学部非常勤講師（日本史）
２００５年４月～２０１０年３月 中央大学文学部非常勤講師（日本史特講）
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主要研究業績
【共編著】
・『民衆憲法の創造 埋もれた多摩の人脈』「人間の権利」叢書６（共著／色川
大吉・江井秀雄）評論社，１９７０年
・『明治大正図誌 第７巻（関東編）』（共著／色川大吉）筑摩書房，１９７９年
・『三多摩自由民権史料集』（共著／色川大吉他）大和書房，１９７９年
・『人類にとって戦いとは３ 戦いと民衆』（共編／藤井忠俊），東洋書林，２０００
年
・『民衆運動史４ 近世から近代へ 近代移行期の民衆像』（編著），青木書店，
２０００年
・『国立歴史民俗博物館研究報告 慰霊と墓』（共著／一ノ瀬俊也）国立歴史民
俗博物館，２００３年
・『街道の日本史１８ 多摩と甲州道中』（共編著／松本三喜夫），吉川弘文館，２００３
年
・『驥尾団子 第１巻～第９巻』（監修・解説），柏書房，２００３年
・『日本の時代史２２ 自由民権と近代社会』（編著），吉川弘文館，２００４年
・『ケータイ世代が「軍事郵便」を読む』（専修大学文学部日本近現代史ゼミナ
ール編）専修大学出版局，２００９年
【論文・その他】
・「武相困民党 須長漣造・若林高之助」『伝統と現代』第２７号，伝統と現代
社，１９７４年
・「五日市憲法草案の創造」『五日市町史』五日市町，１９７６年１１月
・「西欧文明の衝撃」『日本生活文化史』７，河出書房新社，１９７４年１１月
・「桑港（サンフランシスコ）の「自由民権探索行」『多摩のあゆみ』第１４号
１９７９年２月
・「地域自由民権運動と西多摩困民党」『困民党のたたかい 民衆史運動の一里
塚』武相困民党九五周年記念集会実行委員会編集・刊行，１９７９年７月
xiii
・「千葉卓三郎私論（一）」『多摩のあゆみ』多摩中央信用金庫，第１７号，１９７９年
１１月
・「私擬憲法の起草過程について―五日市憲法草案の場合」『民衆文化の源流
東国の古代から近代へ』平凡社教育産業センター，１９８０年
・「竹橋事件研究ノート」『東国民衆史』第５号，東国民衆史研究会，１９８１年
・「ハリストス正教会と民権家たち 千葉卓三郎の思想と行動」『福音と世界』特
集／自由民権とキリスト者，１９８１年１０月
・「「卓三郎とその時代」を目指して 千葉卓三郎試論」『展』第２号，仙台・明
窓社，１９８１年
・「自由民権運動の青春群像」『学習の友』第３３８～３４３号，１９８１年１０月～１９８２年
３月
・「五日市の民権運動と地域社会変革」『住民と自治』第２２４号，１９８１年１２月
・「アメリカで発行された新聞・大日本」『田中正造とその時代』青山館，１９８２
年
・「三多摩学のすすめ――三多摩の歴史」『とうきょうの自治』第１１号，１９８３年
４月
・「在米日系新聞の発達史研究（５） 自由民権期における桑港湾岸地区の活動」
（共著・田村紀雄）『東京経済大学人文自然科学論集』第６５号，１９８３年１２月
・「空白の青春――在米時代の南方熊楠新史料」『隣人』創刊号，草志会，１９８４
年４月
・「民権運動草創期と最終段階にみる関東の動向」『歴史評論』第４１５号，１９８４年
１１月
・「地域の中で自由民権について考える」『人民の歴史学』第８３号，１９８５年３月
・「南方熊楠の在米時代」『隣人』第２号，草志会，１９８５年
・「草の根のデモクラシー」『多摩のあゆみ』第４１号，１９８５年１１月
・「自由民権期における在米邦人活動史」田村紀雄他編『米国初期の日本語新聞』，
勁草書房，１９８６年９月
・「史料紹介 自由党本部第十四報」『自由民権』第１号，１９８７年３月
・「多摩の近代文芸運動史」『隣人』第４号，草志会，１９８７年
xiv
・「自由民権運動と図書館――五日市憲法と深沢文庫」『図書館史研究』第４号，
１９８７年９月
・「在米時代の南方熊楠」『南方熊楠日記』八坂書房，１９８７年
・「透谷・美那子展について」『日本古書通信』第７１２号，１９８８年１１月
・「史料紹介 自由党員・橋本尭尚の演説会資料（一）」『自由民権』第３号，１９８９
年３月
・「史料紹介 自由党員・橋本尭尚の演説会資料（二）」『自由民権』第４号，１９９０
年３月
・「自由民権期における在米・在布日本人の権利意識」『国立歴史民俗博物館研
究報告』第３５集，１９９１年１１月
・「東学農民軍の死の重さ」『遠山茂樹著作集』月報２，岩波書店，１９９１年１２月
・「三多摩の原点を問う――住民不在のままの移管劇」『とうきょうの自治』第
５４号，１９９２年６月
・「特集 多摩百年―その歴史と未来―「多摩百年の歴史から」―自由民権から
戦後の地域文化運動まで―」『多摩のあゆみ』第７２号，１９９３年８月
・「近代史研究と博物館展示」『歴史評論』５２６号，１９９４年２月
・「歴博へいらっしゃい――国立歴史民俗博物館と被差別部落の歴史展示」『部
落解放』第３７５号，１９９４年６月
・「残された課題「世界史の中の自由民権」――甲午農民戦争百年が逆照射する
もの」『自由民権』第８号，１９９５年２月
・「博物館・資料館を知るために 博物館と近現代展示」『歴史地理教育』第５３１
号，１９９５年３月
・「座談会 人権情報発信地への展望／高野昭之助；守安敏司；新井勝紘；長谷
川賢二；高橋和男；前川修；朝治武」『ヒューマンライツ』第９２号，１９９５年１１
月
・「近代民衆史と展示表現の自由」『歴史学研究』６６４号，１９９５年１０月
・「自由民権運動と民権派の憲法構想」『自由民権と明治憲法』（江村栄一編）吉
川弘文館，１９９５年５月
・「近代民衆の差別意識と展示表現」『部落問題研究』第１３６号，１９９６年３月
xv
・「民権の水脈と地域文化」『自由民権』第１０号，１９９７年３月
・「少年が見た朝鮮人追跡――「描かれた朝鮮人虐殺」序論」『歴史科学と教育』
第１６号，１９９７年１２月
・「従軍日記に見る兵士像と戦争の記憶」『戦いと民衆』，東洋書林，２０００年
・「義民と民権のフォークロア」『民衆運動史』４，青木書店，２０００年
・「描かれた朝鮮人虐殺」『隣人』第１６号，草志会，２００１年
・「戦場にいた兵士のまなざし」『民衆史研究』第６２号，民衆史研究会，２００１年
１１月
・「少国民世代が文献でたどった満州――寄贈された「黒龍文庫」」『専修大学図
書館だより』第４９号，２００２年１１月
・「「自由民権一〇〇年」から「一二〇年」へ――民権ネットワークの力」『歴史
地理教育』第６５６号，歴史教育者協議会，２００３年
・「阪本清一郎邸離れ屋敷の記録 解説」『国立歴史民俗博物館研究報告』第９９
号，国立歴史民俗博物館，２００３年３月
・「特定研究「近代社会における差別の史的研究」に取り組んで」『国立歴史民
俗博物館研究報告』第９９号，国立歴史民俗博物館，２００３年３月
・「基幹研究としての戦争研究の経過と概要――「近現代兵士の実像」に即して」
『国立歴史民俗博物館研究報告』第１０２号，国立歴史民俗博物館，２００３年３月
・「歴史における多摩地域：三多摩地域研究の今日的課題」『中央史学』第２６号，
２００３年３月
・「日本人の知恵と近代の番付」林英夫・青木美智男編『番付で読む江戸時代』，
柏書房，２００３年９月
・「廻覧雑誌『さけび』を読み込む（第１回）戦前・戦後，四四年続いた東京・
大森の同人誌」『専修史学』第３５号，２００３年１１月
・「描かれた「朝鮮人虐殺」に切り込む」『世界史としての関東大震災：アジア
・国家・民衆』関東大震災８０周年記念行事実行委員会編，２００４年
・「自由民権運動とフランス革命」『フランス革命と日本・アジアの近代化』専
修大学大学院社会知性開発研究センター／歴史学研究センター年報第１号，
２００４年２月
xvi
・「プレビュー時代史（２２）日本の時代史（２２）自由民権と近代社会“自由民権”
へかけた願望と運動の多様性」『本郷』第５０号，２００４年３月
・「史料紹介 一兵士の“ビルマ便り”を読む――小泉博美の一〇三通の軍事郵
便研究（１）」『専修史学』第３７号，２００４年１１月
・「講演 五日市憲法草案と地方自治」『月刊自治フォーラム』第５４６号，２００５年
３月
・「京浜歴史科学研究会創立２０周年記念講演 自由民権運動の再考――民権１２０
周年を迎えて新しい切り口が見えるか」『京浜歴科研年報』第１８号，２００６年１
月
・「軍事郵便の基礎的研究（序）」『国立歴史民俗博物館研究報告』１２６号，２００６
年１月
・「歴史における戦争の研究――近現代の兵士の実像」『日本歴史』第６９２号，２００６
年１月
・「自由民権と結社」福田アジオ編『結衆・結社の日本史』，山川出版社，２００６
年７月
・「自由民権期の在野憲法再考――「五日市憲法」が現代に放つ光」『軍縮問題
資料』第３０８号，２００６年７月
・「パーソナル・メディアとしての軍事郵便――兵士と銃後の戦争体験共有化」
『歴史評論』６８２号，２００７年２月
・「青木美智男教授退職にあたって」『専修史学』第４２号，２００７年３月
・「聞き取り調査記録 『野戦郵便隊の記録』著者・前川長九郎氏に聞く」『専修
史学』第４３号，２００７年１１月
・「〈第２０回総会記念講演〉「五日市憲法発見から３７年」」『秩父事件研究顕彰』第
１５号，２００７年
・「成田の現代史の「歴」と「史」」『成田市史研究』第３２号，２００８年３月
・「軍事郵便への複線的アプローチ――出す・見る・展示する・考える」，『郵便
史研究』２５号，２００８年４月
・「（聞き取り調査報告）戦中・戦後の専修大学を語る：専修大学の新たな出発；
旧制大学から新制大学へ」『専修大学史紀要』第２号，２０１０年３月
xvii
・「（座談会）専修大学創立一三〇年記念事業を振り返って：専修大学史研究の
回顧と展望」『専修大学史紀要』第３号，２０１１年３月
・「日本憲法学の創始者・合川正道と「憲法原則」：自由民権期と専修学校草創
期の動き」『専修大学史紀要』第３号，２０１１年３月
・「「軍事郵便文化」の形成とその歴史力」『郵政資料館 研究紀要』第２号，日
本郵政株式会社郵政資料館，２０１１年３月
・「資料紹介 友愛会八王子分会の組織と目的―大正期の八王子労働運動史への
位置づけ―」『八王子市史研究』第２号，２０１２年３月
・「自由民権運動と憲法論」明治維新史学会編『講座明治維新５ 立憲制と帝国
への道』有志舎，２０１２年
・「民衆が描いた社会像 在野の民衆憲法こそ，憲法の源流」「〈五日市憲法〉〈東
洋大日本国々憲案〉〈憲法草稿評林〉 民衆憲法の普遍性」『週刊金曜日』第９０８
号，２０１２年４月
・新井勝紘ゼミナール「ポスター・セッションに結実した軍事郵便からの読み
解き」『専修史学』第５３号，２０１２年１１月
・「行動する“色川史学”に向き合う」『評論』１９１号，２０１３年４月
・「小田急線・利光鶴松・自由民権～狛江市の近現代をどう描くか～」『市史研
究 狛江』第１号，２０１３年１２月
・「歴史手帖「五日市憲法」草案と在米発行邦字新聞「第十九世紀」との出会い」
『日本歴史』第７８８号，２０１４年１月
・「現代をどう展示するのか 成田空港問題「歴史伝承館」を例に「成田」の歴
史をどう伝えるか：成田空港歴史館（仮称）建設までの過程と課題」『博物館
問題研究』第３２号，２０１４年
・「試論・戦場における兵士の“性”と性意識：「慰安所」・「慰安婦」をめぐっ
て」『専修大学人文科学研究所月報』第２６８号，２０１４年２月
・「資料紹介 新聞に見る明治前期の『八王子宿駅』の裏と表」『八王子市史研
究』第４号，２０１４年３月
・「明治の私擬憲法と底流でつながる現行憲法」『週刊日本の歴史』３８号，朝日
新聞出版，２０１４年３月
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・「「錢華草虐殺事件」を再考する」『隣人』２７号，草志会，２０１４年７月
【国際学会・会議発表】
・「People’s Rights Advocates in the Thirties」“COMINNG OF AGE IN THE
THIRTIES”The Japanese American Cultural and Community Center, Little To-
kyo, LosAngeles １９８５年９月
・報告「民権運動期の民衆憲法と帝国憲法」『東アジアの近代移行と民衆』歴
史問題研究所／アジア民衆史研究会，１９９１年８月，大韓民国（ソウル），歴史
問題研究所
・報告「『文明開化』の虚実と落差」『東アジアの近代移行と民衆』南京大学
歴史研究所／アジア民衆史研究会，１９９３年８月，中国（南京），南京大学歴史
研究所
・報告「明治民権期の結社の在り方」『集会・会合・民主主義の形についての比
較史―日本・ヨーロッパ・アフリカ―』日仏シンポジウム／主催：専修大学
・日仏会館，２００１年６月２日，専修大学神田校舎６号館２階 国際会議場
【学会発表】
・地方史研究協議会 研究会「自由民権運動のその後の潮流――アメリカ西海
岸における活動」，１９８４年
・歴史学研究大会 特設部会「近代民衆史と展示表現の自由」，１９９４年
・アジア民衆史研究会大会「自由民権期の海外活動とその歴史的考察」，２００４年
・東アジア近代史学会“日露戦争１００周年シンポジウム”「日露戦争の兵士の日
記と軍事郵便」，２００５年
【テレビ・ラジオ出演】
・NHK「明るい農村・村の記録 民権の里」１９７１年５月３日放送
・NHK「憲法記念日特集 ジャパン国法学大博士タクロン・チーバー氏の記
録――草の根からの憲法」１９７１年５月３日放送
・NHKラジオ「文芸劇場――タクロン・チーバー氏伝説」，１９７４年８月１７日放
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送・１２ch「東京レポート」７６５，「五日市憲法草案――ある自治の原点」１９７４年９
月２９日放送
・NHK「FMホットライン」『rockin’ on』編集長・渋谷陽一との対談，１９８７年
１１月１５日放送
・１２ch「東京レポート」１６９２，「時を越えた民衆憲法――五日市憲法草案」１９９２
年７月１０日放送
・NHK「NHKジャーナル」「描かれた朝鮮人虐殺」２００３年９月１日放送
・三鷹市広報番組「みる・みる・三鷹」２０２，“新選組と多摩の民権展”，２００４年
・NHK「おはよう日本」“軍事郵便”，２０１０年３月６日放送
・NHK「クローズアップ現代」“戦場からのラブレター”，２０１０年８月３日放送
・NHKラジオ第２・文化番組「私の日本語辞典」，「軍事郵便が残した庶民の文
章表現」２０１１年８月放送
・「どーんと鹿児島」MBC南日本放送“手紙が語る戦争の記憶”，２０１１年８月
・NHKBSプレミアム「歴史館」「帝国憲法はこうして誕生した～明治・夢と希
望と国家ビジョン～」，２０１２年５月３日放送
・TBS「報道特集」“五日市憲法”，２０１３年９月２１日放送
xx
